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人口と世帯数
８月１日現在（前月比）
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14,165人

15,326人

11,957世帯
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島本町福祉大会島本町福祉大会

　住民のみなさんが中心となって福祉活動を展開し、地域に根ざした福祉のまちづくりを進めて

いる様子を発表展示しています。ご家族、お友だちをお誘い合わせのうえ、ぜひお越しください。

　当日は、「年長者バス」を運行するほか、車いすをご利用の方に「スロープ付き車両」での送迎

サービスを行います。

★年長者バスは、満員の場合乗車できないことがあります。

　ご了承ください。

★スロープ付き車両は、事前予約が必要です。予約は、社会福

　祉協議会（962-5417・962-6325）まで。

問合せ＝福祉保健課（962-7460・962-5652）

＜主催＞島本町・島本町社会福祉協議会

ふれあいセンター駐車場が会場と

なるため、前日と当日は、車での来

場はできません。 図書館などをご

利用の方は、ご注意ください。

活動展（社会福祉協議会・各種団体・ボランティア・地区福祉委員会）

作品展（年長者・年長者教室）

作品展示即売（福祉作業所・やまぶき園）

ヘルシーコーナー（整形外科相談など）

歯の健康展

応急手当・心肺蘇生法実演・救急資器材の展示

総合相談（心配ごと・ボランティア・福祉に関する相談）

子育て支援（キッズコーナー）

バザー　献血　模擬店

大会ポスター展　ほか

式　典
　午前10時～11時・ケリヤホール

　社会福祉協議会表彰・町感謝状

　年長者・金婚夫婦記念品の贈呈 ほか

アトラクション
　午前11時10分～11時30分・正面玄関

　第二中学校 吹奏楽部

　午前11時40分～午後３時・ケリヤホール

　和太鼓教室、年長者教室、ボランティアセンター、文化協会、

　音楽協会、作業所わくわくのみなさんが出演

プ ロ グ ラ ム

式典・アトラク

ションでは、手

話と文字（要約

筆記）の同時通

訳があります。

主 な 催 し

町制施行70周年  第27回町制施行70周年

９月19日
午前10時～午後３時

ふれあいセンター

問合せ＝人事課（962-0374・962-5156）

町 職 員 募 集町 職 員 募 集平成23年４月採用

事務系
９人
程度

募 集

職 種・人 数
受　　験　　資　　格

大学卒 昭和50年４月２日以降生まれの人

技術系
（土木）

昭和52年４月２日以降生まれの人

保育士 昭和50年４月２日以降生まれの人

昭和45年４月２日以降生まれの人保健師

※１

※２

※３

※１ 学校教育法による学校を平成10年３月以降に卒業か、平成23年

　　 ３月に卒業見込みの人

※２  幼稚園教諭免許及び保育士資格の両方を有する人または、平成23年３

     　月末までに幼稚園教諭免許及び保育士資格の両方を取得見込みの人

※３ 保健師の資格を有する人または、平成23年3月末までに取得見込

　　 みの人

短大卒

高校卒 昭和54年４月２日以降生まれの人

地方公務員法第16条に定める欠格条項に該当する人は受験できません

【試験日】

　一次試験：10月17日

　※二次試験以降の日程は、一次試験の合格者

　　に追って連絡します。

【採用試験案内・試験申込書の配布】

　９月１日から、役場１階の文化・情報コー

ナーで配布するほか、町ホームページ（http:/

/www.shimamotocho.jp/）からもダウンロード

できます。

【申込受付期間】

　９月１日～17日

　（９月17日当日消印有効）

　  ※申込みは、特定記録郵便による郵送に限ります

８月４日に発生した水道水の

「にごり」についてのお詫び

　若山台一丁目の低区配水池におい

て、緊急遮断弁に誤作動が起こり、広範

囲で水道水に「にごり」が生じました。

　現在、緊急遮断弁の誤作動について、

原因の究明と今後の対策などについて

検討しています。

　「にごり」が発生しました地域のみ

なさんには、大変ご迷惑とご不便をお

かけし、申し訳ございませんでした。

問合せ＝上下水道部

     （962-6308・962-6307）

１人
程度

２人
程度

１人
程度



（2）　　平成22年9月1日号 第 881号

固定資産税・都市計画税第３期分の納期限は９月30日です。期限内に納めましょう。

　
７
月
15
日
号
広
報
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、「
島
本
町
水
道
事
業
給
水
条
例
」及
び「
島
本
町
下
水
道
条
例
」の
改
正
に
よ
り
、平
成
23
年

１
月
請
求
分
か
ら
水
道
料
金
、下
水
道
使
用
料
を
変
更
し
ま
す
。今
回
は
、水
道
料
金
、下
水
道
使
用
料
改
定
の
理
由
、考
え
方
な
ど
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。な
お
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（ht

tp:/
/ww
w.s
hima
mot
och
o.jp
/

）で
も
く
わ
し
く
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
改
定
の
概
要


下
水
道
使
用
料
改
定
の
理
由

　
下
水
道
事
業
の
財
政
状
況
は
、金
利
の
低

下
に
よ
り
下
水
道
債
利
息
等
が
減
少
傾
向
で

す
が
、未
だ
、下
水
道
債
の
未
償
還
残
高
が
多

額
に
残
っ
て
お
り
、今
後
、老
朽
化
が
進
む
下

水
道
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
の
た
め
の
経

費
も
必
要
と
な
る
な
ど
、こ
れ
か
ら
の
財
政

負
担
の
増
加
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、来
年
度
以
降
に
は
市
街
化
区
域
で

あ
る
桜
井
地
区
や
高
浜
地
区
の
一
部
約
39
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
下
水
道
事
業
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
に
は
、受
益
者
負
担
の
適
正
化
を

図
り
、下
水
道
財
政
の
基
盤
強
化
に
努
め

◆水道料金単価表　１か月につき

800円

4,300円

8,600円

15,000円

40,000円

82,000円

5,500円

600円

600円

70円

160円

280円

基
本
料
金

種　別
口径また

は水量

改定後 減少額

従
量
料
金

一般用

25mm以下

30㎜

40㎜

50㎜

75㎜

100㎜

100まで

１につき

１につき

１～10

11～30

31～

101以上

１につき

660円

4,000円

8,100円

14,200円

38,000円

78,000円

5,200円

570円

570円

60円

140円

260円

△107円

△100円

△ 95円

△ 90円

△100円

△100円

△ 40円

△  2円

△  2円

△  7円

△ 13円

△  7円

現　行

浴場用

臨時用

散水用

一般用

浴場用 55円60円 △  3円

（
１

に
つ
き
）

（税抜） （税込）

693円

4,200円

8,505円

14,910円

39,900円

81,900円

5,460円

598円

598円

63円

147円

273円

57円

（税抜）（税込）

△  5円

△ 140円

△ 300円

△ 500円

△ 800円

△2,000円

△4,000円

△ 300円

△  30円

△  30円

△  10円

△  20円

△  20円

近隣市町の水道料金および下水道使用料の状況（平成22年４月１日現在）

高
槻
市

豊
中
市

茨
木
市

摂
津
市

吹
田
市

能
勢
町

箕
面
市

池
田
市

豊
能
町

（
改
定
後
）

府
下
平
均

島
本
町

る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
の
で
、
今

回
、第
四
次
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
推
進
計

画
を
踏
ま
え
、平
成
２
年
４
月
の
供
用
開

始
以
後
初
め
て
下
水
道
使
用
料
の
改
定
を

行
い
ま
す
。

　
な
お
、健
全
な
財
政
運
営
の
基
礎
資
料
と

な
り
ま
す「
島
本
町
公
共
下
水
道
事
業
財
政

健
全
化
計
画（
計
画
期
間
今
年
度
〜
平
成
25

年
度
）」を
合
わ
せ
て
策
定
し
て
い
ま
す
。


下
水
道
使
用
料
改
定
の
考
え
方

①
使
用
料
算
定
の
期
間

  

今
年
度
〜
平
成
25
年
度
の
４
年
間

②
平
均
改
定
率
　
16
・
７
％
　

③
下
水
道
使
用
料
改
定
の
考
え
方

　（
左
表

参
照
）

　
今
回
の
下
水
道
使
用
料
の
改
定
は
、今

　
後
の
収
支
見
通
し
を
勘
案
し
て
改
定
を

　
行
い
ま
す
。　
　
　

◎
使
用
料
対
象
汚
水
処
理
経
費（
見
込
み
）

　（
下
水
道
使
用
料
の
対
象
と
な
る
経
費
）

　
▼
維
持
管
理
費

　
　
約
６
億
７
０
０
０
万
円

　
▼
資
本
費（
元
金
お
よ
び
利
子
の
償
還
金
）

　
　
約
14
億
６
５
０
０
万
円

 

以
上
に
よ
り
、使
用
料
対
象
汚
水
経
費
は
、

約
21
億
３
５
０
０
万
円
と
設
定
し
て
い
ま

改定の内容

①水道料金 平均改定率７．９％の引き下げ

②下水道使用料 平均改定率16.７％の引き上げ

③消費税および地方消費税を５％外税で転嫁

④今年12月１日から改定（来年１月請求分より）

※浴場用・臨時用・散水用については、消費税および

　地方消費税の改定のみとなります

◆使用水量ごとの影響額表

　使用水量区分での影響額（０～1000までの主なもの）

※水道料金の影響額は、口径25㎜以下で試算しています

（単位：円）

月使用水量

0

10

15

18

20

30

40

50

100

300

500

1,000

現　行　

水道

800

1,500

2,300

2,780

3,100

4,700

7,500

10,300

24,300

80,300

136,300

276,300

下水道

520

700

1,150

1,420

1,600

2,500

3,600

4,700

11,200

43,200

81,200

176,200

合計

1,320

2,200

3,450

4,200

4,700

7,200

11,100

15,000

35,500

123,500

217,500

452,500

改定後

水道

693

1,323

2,058

2,499

2,793

4,263

6,993

9,723

23,373

77,973

132,573

269,073

下水道

546

777

1,354

1,701

1,932

3,087

4,452

5,817

13,692

51,492

93,492

198,492

合計

1,239

2,100

3,412

4,200

4,725

7,350

11,445

15,540

37,065

129,465

226,065

467,565

引上率

△ 6.1％

△ 4.5％

△ 1.1％

0％

0.5％

2.1％

3.1％

3.6％

4.4％

4.8％

3.9％

3.3％

年間増減

△ 972

△ 1,200

△ 456

0

300

1,800

4,140

6,480

18,780

71,580

102,780

180,780

月間増減

△ 81

△ 100

△ 38

0

25

150

345

540

1,565

5,965

8,565

15,065

す
。

◎
改
定
後
の
収
入（
財
源
）見
込
み

　
改
定
後
の
収
入（
財
源
）は
、使
用
料
収
入

で
約
15
億
２
７
０
０
万
円
、一
般
会
計
か
ら

の
基
準
外
繰
入
金
で
約
６
億
８
０
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
な
お
、本
年
度
は
、３
か
月
分（
来
年
１

月
分
〜
来
年
３
月
分
）の
増
額
と
な
る
た

め
、使
用
料
算
定
期
間
の
使
用
料
増
収
分

は
約
１
億
８
２
０
０
万
円
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　
ま
た
、使
用
料
算
定
期
間
の
経
費
回
収

率
※
は
、約
71
・
５
％
と
な
る
見
込
み
で

す
。

　
今
回
、使
用
料
の
算
定
期
間
の
経
費
回

収
率
を
約
74
％
程
度
を
目
途
に
使
用
料
の

平
均
改
定
率
を
16
・
７
％
と
し
ま
し
た
。

　
※
経
費
回
収
率
＝
汚
水
処
理
に
係
る
費

　
　
用
を
、下
水
道
使
用
料
収
入
で
ど
れ

　
　
だ
け
賄
え
て
い
る
か
の
割
合（
下
水

　
　
道
使
用
料
収
入÷

使
用
料
対
象
汚
水

　
　
経
費
）を
示
し
て
い
ま
す
。一
般
的
に
、

　
　
こ
の
数
値
が
100
％
に
近
い
ほ
ど
、独

　
　
立
採
算
に
近
い
経
営
状
況
で
あ
る
と

　
　
判
断
で
き
ま
す

使用料対象汚水経費　約21億3,500万円

維持管理費

約６億7,000万円

資本費

約14億6,500万円

使用料対象汚水経費と使用料

【平成22年度～25年度の推計】

〈
支
　
出
〉

使用料

約13億4,500万円

一般会計繰入金

約７億9,000万円

使用料

約15億2,700万円

一般会計繰入金

約６億800万円

現　行

改定後

内増収分

　　　約１億8,200万円

〈
収
　
入
〉

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
が
平
成
23
年
１
月
請
求
分
か
ら
変
わ
り
ま
す

０

（単位：円）

3,885
3,559

4,950

3,924

4,186
3,473

4,892 6,760
4,590 4,725 4,731

◆下水道使用料単価表　１か月につき

基本料金

水　量 現行
改定後 増加額

従量料金

  0～  8

  9～ 30

 31～ 50

 51～100

101～300

301～

520円

 90円

110円

130円

160円

190円

520円

110円

130円

150円

190円

200円

26円

25円

26円

27円

29円

20円

（１につき）

546円

115円

136円

157円

189円

210円

（税抜） （税抜）（税込）

 0円

20円

20円

20円

20円

10円

（税込）

近
隣
市
町
の
状
況

　
一
月
当
た
り
20

立
方
メ
ー
ト
ル
の
使

用
の
場
合
、今
回
の
改
定
に
よ
り
大
阪
府

下
で
、下
水
道
使
用
料
で
は
、、38
位
か
ら

27
位
に
、
水
道
料
金
は
、６
位
か
ら
16
位

に
な
る
見
込
み
で
す
。
な
お
、合
計
料
金

は
、ほ
ぼ
大
阪
府
下
平
均
と
同
じ
に
な
る

見
込
み
で
す
。

下水
水道

合計

平成22年９月１日号
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★
３
年
以
内
に
公
共
下
水
道
に
接
続
し

　
て
く
だ
さ
い

　
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
、供
用
開
始
さ

れ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
、ご
家
庭
か
ら
の

排
水
を
公
共
下
水
道
に
接
続
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
法
律
・
条
例
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。供
用
開
始
さ
れ
て
い
る
区
域

で
、ま
だ
水
洗
化
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、早

急
に
水
洗
化
工
事
を
行
い
、公
共
下
水
道
に

接
続
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、今
後
も
、公
共

下
水
道
の
接
続
率
促
進
の
た
め
の
依
頼
と

調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

★
助
成
金
制
度
の
ご
利
用
を

　
供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
に
公
共
下
水

道
に
接
続
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、助
成
金

や
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
く
わ
し
く
は
、
排
水
設
備
指
定
工
事

店
、上
下
水
道
部
工
務
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
接
続
工
事
は
排
水
設
備
指
定
工
事
店
で

　
水
洗
化
に
伴
う
接
続
・
改
造
工
事
は
、町

が
指
定
し
て
い
る「
排
水
設
備
指
定
工
事

店
」で
な
け
れ
ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。必
ず

指
定
工
事
店
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

★
受
益
者
負
担
金

　
下
水
道
の
整
備
に
は
巨
額
の
費
用
が
必

要
な
た
め
、公
平
な
負
担
の
観
点
か
ら
、受

益
者
に
汚
水
管
整
備
費
の
一
部
を
負
担
し

て
い
た
だ
く
の
が「
受
益
者
負
担
金
制
度
」

で
す
。受
益
者
負
担
金
は
、３
年
分
割
で
年

２
期
、計
６
回
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

一
括
で
納
め
て
い
た
だ
く
と
報
奨
金
を
お

支
払
い
し
ま
す
。初
年
度
の
９
月
末
日
ま
で

に
一
括
納
付
さ
れ
ま
す
と
、約
14
％
お
得
に

な
り
ま
す
。

★
お
支
払
い
に
は
口
座
振
替
を

　
下
水
道
使
用
料
は
、１
か
月
ご
と
に
水

道
料
金
と
同
時
に
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。お
支
払
い
に
は
便
利
な
口
座
振
替
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
口
座
振
替
取
扱
金
融
機
関
】

　
り
そ
な
銀
行
・
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
・

　
京
都
銀
行
・
摂
津
水
都
信
用
金
庫
・
京
都

　
信
用
金
庫
・
京
都
中
央
信
用
金
庫
・
高
槻

　
市
農
業
協
同
組
合
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行


悪
質
商
法
に
ご
注
意
！

　
上
下
水
道
部
で
は
、次
の
よ
う
な
こ
と


は
一
切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。不
審
に
思

わ
れ
た
と
き
は
、上
下
水
道
部
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
浄
水
器
な
ど
物
品
の
あ
っ
せ
ん
、販
売

②
給
水
管
、汚
水
管
、汚
水
マ
ス
な
ど
の
清

　
掃
サ
ー
ビ
ス

③
排
水
設
備
の
調
査（
詰
ま
っ
て
い
な
い
か
？
）

④
水
道
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
内
な
ど
の
水
道

　
管
に
取
付
け
る
器
具
の
あ
っ
せ
ん
、販
売

⑤
電
話
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

上
下
水
道
部
か
ら
の
お
願
い

 

９
月
10
日
は
、「
下
水
道
の
日
」で
す
。

　
著
し
く
遅
れ
て
い
た
下
水
道
の
全
国
的
な
普
及
を
図
る
た
め
、「
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
」

と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　
下
水
道
は
ト
イ
レ
の
水
洗
化
は
も
ち
ろ
ん
、雨
水
の
排
除
、河
川
な
ど
の
公
共
用
水
域
の

水
質
保
全
な
ど
、な
く
て
は
な
ら
な
い
都
市
の
根
幹
的
施
設
で
す
。

　
本
町
の
下
水
道
は
、昭
和
52
年
に「
公
共
下
水
道
特
別
会
計
」を
設
置
し
、精
力
的
に
取
り

組
み
、今
で
は
約
90
％
の
人
口
普
及
率
に
達
し
ま
し
た
。

９
月
10
日
は「
下
水
道
の
日
」


上
下
水
道
に
関
す
る
問
合
せ

　
上
下
水
道
部 

業
務
課
・
工
務
課

　（

962
‐
２
８
６
２
・
962
‐
６
３
０
６

　 


962
‐
６
３
０
７
）

　
平
成
21
年
度
決
算
見
込
み
は
、下

の
グ

ラ
フ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
で
は
、主
な
も
の
と
し
て
受
益
者

負
担
金
や
下
水
道
使
用
料
が
全
体
の
約
27

％
で
あ
り
、一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
、

約
41
％
と
全
体
の
約
半
分
近
く
を
占
め
て

い
ま
す
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
、下
水
道

会
計
で
大
き
な
歳
入
の
一
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、一
般
会
計
の
財
政
状
況
も
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、今
年
度
も
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
繰
入
金
５
億
円
の
う
ち
、約

１
億
５
７
０
０
万
円
は
、下
水
道
使
用
料

で
ま
か
な
う
べ
き
汚
水
に
か
か
る
処
理
費

用
の
不
足
分
で
す
。こ
の
不
足
分
が
、下
水

道
事
業
の
実
質
的
な
赤
字
分
で
、み
な
さ

ん
の
税
金
な
ど
で
補
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

前
年
度
に
引
き
続
き
、受
益
者
負
担
の
世

代
間
の
公
平
化
を
図
る
た
め
資
本
費
平
準

化
債
１
億
３
０
０
０
万
円
を
発
行
し
て
い

ま
す
。

　
一
方
、歳
出
で
は
、下
水
道
事
業
の
維
持

管
理
に
か
か
る
費
用（
下
水
道
総
務
費
）と

建
設
に
か
か
る
費
用（
下
水
道
整
備
費
）の

合
計
は
、全
体
の
約
41
％
で
す
が
、起
債（
借

金
）の
元
金
と
利
子
の
償
還
金（
公
債
費
）の

合
計
は
、約
７
億
１
７
０
０
万
円
で
歳
出
総

額
の
約
59
％
を
占
め
て
お
り
、下
水
道
財
政

を
圧
迫
す
る
要
因
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
つ
い

て
は
、今
年
度
以
降
も
減
額
と
な
る
見
込
み

で
あ
り
、下
水
道
会
計
も
大
変
厳
し
い
状
況

に
な
る
こ
と
か
ら
、今
回
、公
共
下
水
道
会

計
健
全
化
計
画（
今
年
度
〜
平
成
25
年
度
）

を
策
定
し
、使
用
料
の
改
定
を
行
っ
た
も
の

で
す
。

【
収
益
的
収
支
】

　
営
業
収
益
の
う
ち
、主
な
給
水
収
益
は
、

約
５
億
４
８
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、営
業
費
用
の
う
ち
、維
持
管
理
費

で
は
工
事
請
負
費
が
増
と
な
っ
た
も
の

の
、委
託
料
、動
力
費
、修
繕
費
の
減
に
よ

り
約
３
億
５
８
０
０
万
円
と
な
り
、減
価

償
却
費
は
約
１
億
３
６
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、当
年
度
純
利
益
は
、約
７
２
０
０
万

円
の
黒
字
と
な
る
見
込
み
で
す
。

【
資
本
的
収
支
】

　
収
入
で
は
、加
入
金
や
特
別
開
発
負
担

金
、工
事
負
担
金
は
減
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、大
薮
浄
水
場
ろ
過
池
更
新
工
事
に
伴

う
企
業
債
の
借
入
れ
に
よ
り
約
１
億
５
３

０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、支
出
の
主
な
も
の
は
、拡
張
事
業

費
で
は
、大
薮
浄
水
場
ろ
過
池
更
新
工
事
等

の
事
業
費
と
し
て
約
３
億
２
１
０
０
万
円

を
支
出
し
て
い
ま
す
。施
設
整
備
事
業
費
で

は
、第
３
低
区
配
水
池
耐
震
補
強
工
事
等
の

事
業
費
と
し
て
約
６
６
０
０
万
円
を
支
出

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
企
業
債
償
還
金
の
約
８
０
０
万

円
を
含
め
た
支
出
合
計
は
、
約
４
億
１
１

０
０
万
円
と
な
り
、
収
入
に
対
し
て
の
不

足
額
が
生
じ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
不
足
額

に
つ
い
て
は
、
内
部
留
保
資
金
（
※
）
な
ど

歳出合計

12億2,000万円

下水道総務費

２億4,400万円

下水道整備費

２億5,900万円
元　金

４億5,900万円

利　子

２億5,800万円

受益者負担金

1,000万円

歳入合計

12億2,200万円

使 用 料

３億1,900万円

一般会計繰入金

５億円 国庫支出金

2,400万円

町　債

３億2,600万円

繰越金

2,700万円

その他収入

1,600万円で
補
て
ん
し
て
い
ま
す
。

(

※
）内
部
留
保
資
金

　
収
益
的
支
出
の
う
ち
減
価
償
却
費
な
ど
、

　
実
際
に
現
金
の
支
払
い
は
あ
り
ま
せ
ん

　
が
、こ
れ
を
経
費
と
し
て
計
上
す
る
こ

　
と
に
よ
り
蓄
積
さ
れ
る
資
金
の
こ
と
を

　
い
い
ま
す
。資

本
的
収
支

歳入合計

１億5,300万円

歳出合計

４億1,100万円

企業債

9,600万円

加入金

1,800万円

工事負担金など

3,900万円

拡張事業費

３億2,100万円

施設整備事業費

6,600万円

企業債償還金

800万円

その他

1,600万円

収
益
的
収
支

歳入合計

６億800万円

給水収益

５億4,800万円

その他

6,000万円

原価償却費

１億3,600万円

維持管理費

３億5,800万円

その他

4,200万円

歳出合計

５億3,600万円

水
道
料
金
改
定
の
概
要


水
道
料
金
改
定
の
理
由

　
節
水
機
器
の
普
及
、節
水
意
識
の
浸
透
や

長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
る
経
済
活
動
の
変

化
な
ど
近
年
の
社
会
情
勢
を
反
映
し
、有
収

水
量
が
減
少
す
る
中
で
、水
道
事
業
会
計

は
、近
年
、事
務
事
業
の
効
率
化
や
経
費
節

減
な
ど
に
よ
っ
て
黒
字
決
算
で
推
移
し
て

お
り
、少
し
で
も
住
民
の
み
な
さ
ん
に
還
元

す
る
た
め
、水
道
料
金
の
値
下
げ
を
行
い
ま

す
。


水
道
料
金
改
定
の
考
え
方

　
①
料
金
算
定
の
期
間

   
 

今
年
度
〜
平
成
25
年
度
の
４
年
間

　
②
平
均
改
定
率
　

　
　
７
．
９
％
の
値
下
げ

　
③
水
道
料
金
改
定
の
考
え
方
　

　
　
　
水
道
料
金
の
改
定
は
今
後
の
収
支

　
　
見
通
し
を
勘
案
し
て
行
い
ま
す
。

　
　
　
今
回
、今
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
ま

　
　
で
の
事
業
計
画
・
水
道
事
業
財
政
計
画

　
　
を
作
成
し
ま
し
た
。今
後
、こ
の
事
業

　
　
計
画
に
基
づ
き
事
業
を
進
め
て
ま
い

　
　
り
ま
す
が
、水
道
管
等
の
耐
震
化
、中

　
　
央
監
視
セ
ン
タ
ー
の
更
新
等
が
今
後

　
　
必
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、今
回

　
　
の
料
金
改
定
は
、前
回
の
値
下
げ
の
改

　
　
定（
平
成
15
年
１
月
）を
参
考
に
、今
後

　
　
の
事
業
運
営
に
支
障
の
な
い
範
囲
で

　
　
行
い
ま
す
。

改
定
の
時
期

　
今
年
12
月
１
日
か

ら
施
行
し
、
来
年
１

月
請
求
分
か
ら
適
用

し
ま
す
。

公
共
下
水
道
財
政
の
状
況(

平
成
21
年
度
決
算
見
込
み
状
況)

　

水
道
事
業
財
政
の
状
況(

平
成
21
年
度
決
算
見
込
み
状
況)

平成22年９月１日号
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耐震診断・耐震改修費用の一部を補助


対
象
と
な
る
住
宅
＝
次
の
①
〜
③
を
満
た
す
も
の

　
①
原
則
、昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
確
認

　
　
を
得
て
、建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅

　
②
木
造
住
宅（
長
屋
・
共
同
住
宅
・
併
用
住
宅
を
含
む
）

　
　
で
、現
に
居
住
ま
た
は
、こ
れ
か
ら
居
住
し
よ
う

　
　
と
す
る
も
の

　
③
耐
震
診
断
の
結
果
、「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
高
い
」

　
　
ま
た
は「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ
る
」と
判
断
さ

　 

れ
た
も
の（
耐
震
評
点
１
・
０
未
満
）


補
助
対
象
者

　
右
記
住
宅
の
所
有
者
で
か
つ
、世
帯
の
合
計
所
得
が
年
間
１
２
０
０
万

  

円
以
下
の
方


補
助
の
対
象
と
な
る
工
事

　
耐
震
診
断
の
結
果
、耐
震
評
点
が
１
・
０
未
満
の
住
宅
で
、こ
の
評
点

 

を
０
・
７
以
上
に
ま
で
引
き
上
げ
る
工
事

　
※
一
級
建
築
士
、二
級
建
築
士
ま
た
は
木
造
建
築
士
で
大
阪
府
等
の

　
　
指
定
講
習
の「
既
存
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修
講
習
会
」受
講
修

　
　
了
者
が
、計
画
設
計
お
よ
び
工
事
監
理
す
る
も
の
に
限
る
）


補
助
内
容

　
耐
震
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
の
15
・
２
％（
低
所
得
者
世
帯
の
場
合
は

   

23
％
）を
補
助
し
ま
す
。た
だ
し
、一
戸
当
り
60
万
円
が
限
度
額
で
す
。

　
※
補
助
金
の
交
付
に
は
、工
事
の
着
手
前（
着
工
前
）に
、町
が
工
事
計
画
の

　
　
確
認
な
ど
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、希
望
さ
れ
る
方
は
必
ず
事

　
　
前
に
都
市
整
備
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
※
既
に
工
事
を
着
手
ま
た
は
完
了
し
て
い
る
場
合
、補
助
金
の
交
付
は
で
き

　
　
ま
せ
ん

耐震診断・耐震改修費用の一部を補助 問合せ＝都市整備課

　　　　　（962-0360・961-6298）

耐震改修工事

（木造住宅）
耐震診断


対
象
建
築
物
＝
町
内
の
民
間
建
築
物
の
う
ち
、昭
和

　
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
確
認
を
受
け
た
住
宅

　（
現
に
居
住
、ま
た
は
こ
れ
か
ら
居
住
し
よ
う
と
す

　
る
も
の
）及
び
特
定
建
築
物


耐
震
診
断
の
内
容
＝
建
築
物
が
地
震
に
対
し
て
ど

　
の
程
度
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
ど
、地
震
に
対

　
す
る
安
全
性
を
調
査


補
助
内
容

▼
木
造
住
宅
＝
診
断
費
用
の
10
分
の
９
の
額

　
※
延
べ
床
面
積×

１
千
円
／
平
方
メ
ー
ト
ル
を
限
度
と
し
ま
す

　（
上
限
額
は
４
万
５
０
０
０
円
）

▼
住
宅（
木
造
住
宅
を
除
く
）＝
２
万
５
０
０
０
円
に
戸
数
を
乗
じ
た
金

　
額
と
診
断
費
用
の
２
分
の
１
の
額
の
い
ず
れ
か
低
い
方
の
金
額

　
※
限
度
額
100
万
円

▼
特
定
建
築
物
＝
診
断
費
用(

補
修
費
、修
繕
費
を
除
く)

の
３
分
の
２
の
額

　
※
限
度
額
133
万
３
０
０
０
円

　
　
た
だ
し
、社
会
福
祉
施
設
、病
院
、私
立
の
保
育
所
及
び
幼
稚
園
、小
　

　
　
中
学
校
に
限
り
ま
す


受
付
期
間
＝
11
月
中
旬
ご
ろ
ま
で

　町では、安全・安心のまちづくりを推進するため、次の補助を行っています。いつ起こるかわからない地震に備えるためにも、ぜひご利用ください。

　
近
年
、
少
子
・
高
齢
化
、
高
度
情
報
化
な
ど
の
進
展
に

伴
い
、
複
雑
・
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や

住
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
、
ま
た
、
環
境
問
題
に
対
す

る
取
組
み
な
ど
、
地
方
自
治
体
の
役
割
と
し
て
多
く
の

課
題
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
景
気
は
世
界
的
な
金
融
市

場
の
混
乱
か
ら
低
迷
を
続
け
て
お
り
、
地
方
財
政
を
取

り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
本
町
に
お
い
て
も
、
第
四
次

行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
行
財
政
改
革
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
な
る
改
善
・
改
革
を
図
る
た

め
、新
た
に
第
五
次
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
（
案
）（
計
画
期

間
平
成
22
年
度
〜
27
年
度
）
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
の

で
、住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　
▽
町
税
・
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
の
徴

　
　
収
率
の
向
上

　
▽
使
用
料
・
手
数
料
等
の
見
直
し

　
▽
広
報
紙
等
へ
の
民
間
広
告
掲
載

　
▽
人
口
増
加
施
策
の
推
進

　
▽
優
良
企
業
な
ど
の
誘
致
施
策
の
推
進

　
▽
幼
稚
園
保
育
料
及
び
入
園
料
の
見
直

　
　
し 

※

　
　
長
期
間
据
え
置
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

　
　
近
隣
市
町
の
状
況
を
踏
ま
え
見
直
し

　
　
を
行
う
。

　
▽
遊
休
地
等
の
売
却
並
び
に
貸
付

　
　
遊
休
地
等
の
売
却
並
び
に
貸
付
な
ど

　
　
に
よ
り
、自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
。

　
▽
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
実
施

　
▽
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
推
進

　
▽
町
営
鶴
ケ
池
住
宅
跡
地
利
用
計
画
の
推
進

　
▽
広
域
行
政
の
推
進

　
　「
し
尿
処
理
」「
ご
み
処
理
」及
び「
消
防
」

　
　
な
ど
広
域
行
政
の
推
進
に
向
け
て
、連
携

　
　
の
あ
り
方
を
積
極
的
に
検
討
す
る
。

中
・
長
期
を
見
据
え
安
定
し
た
財
源
の
確
保

【
①
事
務
事
業
の
見
直
し
】

　
▽
各
種
団
体
等
へ
の
補
助
金
の
見
直
し

　
▽
町
立
プ
ー
ル
の
運
営
方
法
の
見
直
し

　
▽
各
種
審
議
会
等
の
あ
り
方
の
見
直
し

　
▽
郵
便
局
と
の
連
携

　
▽
口
座
振
替
利
用
率
の
向
上

　
▽
口
座
振
替
済
通
知
書
の
一
括
送
付
の
推
進

　
▽
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
の
導
入
の
検
討

　
▽
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）の
一
元

　
　
化
の
検
討

　
▽
電
動
自
転
車
の
活
用
、公
用
車
保
有
の

　
　
見
直
し

　
▽
個
人
給
付
な
ど
の
見
直
し

　
　
町
が
独
自
で
実
施
し
て
い
る
個
人
給
付

　
　
な
ど
に
つ
い
て
、近
隣
市
町
の
状
況
な

　
　
ど
を
踏
ま
え
見
直
し
を
行
う
。

　
▽
奨
学
金
貸
付
制
度
の
見
直
し

　
　
近
年
の
社
会
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、奨
学

　
　
金
貸
付
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

　
　
す
る
。

【
②
民
間
活
力
の
活
用
】

　
▽
各
公
共
施
設
の
民
間
委
託（
民
営
化
含

　
　
む
）の
推
進

　
　
清
掃
工
場
の
民
間
委
託
、第
二
保
育
所

地
方
分
権
に
対
応
し
た
行
政
運
営
の
確
立

　
　
の
民
営
化（
指
定
管
理
者
制
度
含
む
）に

　
　
つ
い
て
、行
財
政
改
革
の
基
本
的
な
考
え

　
　
方
及
び「
就
学
前
の
子
ど
も
の
教
育
と
保

　
　
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
の
基
本
方
針
」

　
　
に
基
づ
き
、積
極
的
に
推
進
す
る
。

　
　
ま
た
、体
育
館
に
つ
い
て
は
、指
定
管
理

　
　
者
制
度
の
導
入
を
検
討
す
る
。

　
▽
学
校
給
食
業
務
の
一
部
民
間
委
託
の

    

推
進

　
　
第
一
小
学
校
の
学
校
給
食
の
一
部
民
間

　
　
委
託
を
推
進
す
る
。

　
▽
職
員
定
員
の
適
正
化

　
▽
人
事
・
給
与
制
度
の
あ
り
方
の
検
討
・
推
進

　
▽
勤
務
評
定
制
度
の
導
入

　
▽
職
員
提
案
制
度
の
活
性
化 

※

　
▽
民
間
経
験
者（
国
家
資
格
取
得
者
な
ど

　
　
含
む
）の
採
用

　
▽
全
庁
的
な
接
遇
・
マ
ナ
ー
の
向
上

　
▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
　

　
　
の
育
成

　
▽
住
民
相
談
の
見
直
し

　
▽
情
報
公
開
事
務
の
迅
速
化

　
▽
窓
口
事
務
の
電
子
化

　
▽
特
色
あ
る
学
校
運
営
の
推
進

　
▽
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
お
け
る
納

　
　
付
・
納
入
の
推
進

　
　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
お
い
て
町

　
　
税
な
ど
公
共
料
金
の
納
付
・
納
入
を
推
進

　
　
す
る
。

　
▽
幼
稚
園
・
保
育
所
の
一
元
化
の
推
進

　
　
幼
稚
園
、保
育
所
の
現
状
を
踏
ま
え
、そ

　
　
れ
ぞ
れ
の
機
能
共
有
を
図
り
、一
元
化

　
　
を
推
進
す
る
。

　
▽
中
学
校
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
の
検
討 

※

　
　
民
間
の
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
な
ど
に
よ
る

　
　
方
法
を
検
討
す
る
。

　
▽
小
・
中
学
校
の
規
模
適
正
化
の
検
討 

※

　
　
少
子
化
時
代
に
対
応
し
た
、各
校
区
に

　
　
お
け
る
学
校
規
模
の
適
正
化
を
検
討

人
事
・
給
与
制
度
の
見
直
し
と
職
員
の
意
識
改
革

住
民
と
の
協
働
・

住
民
の
視
点
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

中
・
長
期
を
見
据
え
た
財
政
運
営


資
料
の
閲
覧
方
法

　
役
場
１
階
文
化
・
情
報
コ
ー
ナ
ー
、町
立

図
書
館（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
４
階
）、歴

史
文
化
資
料
館
、町
教
育
セ
ン
タ
ー
、人
権

文
化
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
る
ほ
か
、町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http:

//www.shi
mamot

oc
ho.
jp
/

）に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。


意
見
の
応
募
方
法

　
①
住
所
、②
氏
名
を
明
記
の
う
え
、９
月

30
日（
木
）ま
で
に
政
策
推
進
課（
役
場
２

階
）
ま
で
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

意
見
フ
ォ
ー
ム
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
郵
送
の
場
合
は
９
月
30
日
必
着
）

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
対
し
て
、

　
個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。ご
意
見

　
と
そ
れ
に
対
す
る
町
の
考
え
方
を
後
日

　
ま
と
め
て
公
表
し
ま
す


問
合
せ
・
提
出
先

　
〒
618
‐
８
５
７
０ 

（
住
所
記
載
不
要
）

　
島
本
町
役
場 

政
策
推
進
課

　（

962
‐
５
４
１
１
・

962
‐
０
３
８
５
）

　
　
す
る
。

　
▽
各
学
校
施
設
の
有
効
活
用

　
　
少
子
化
に
よ
る
生
徒
数
の
減
少
に

　
　
伴
い
、各
学
校
に
お
け
る
余
裕
教
室
な

　
　
ど
の
有
効
活
用
を
図
る
。

　
▽
公
共
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理 

※

　
　
公
共
施
設
の
管
理
台
帳
を
整
備
し
、計

　
　
画
的
な
維
持
補
修
に
努
め
る
。

　
▽
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
抑
制

　
▽
建
設
事
業
の
平
準
化 

※

　
　
後
年
度
の
公
債
費
に
影
響
す
る
建
設
事

　
　
業
に
つ
い
て
、年
度
の
重
複
を
避
け
る
と

　
　
と
も
に
、財
政
負
担
の
平
準
化
を
図
る
。

　
▽
資
産
と
債
務
の
圧
縮 

※

　
　
資
産
と
債
務
を
同
時
に
圧
縮
す
る
こ
と

　
　
に
よ
り
、後
年
度
の
公
債
費
の
縮
減
を

　
　
図
る
。

　

 

効
率
的
な
行
政
運
営
と
財
政
健
全
化
の
推
進

※ 

は
新
た
に
第
五
次
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

   

（
案
）で
追
加
し
た
項
目

平成22年９月１日号

「
第
五
次
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン（
案
）」

　
〜
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
（
パ
ブ

　
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
募
集
！
〜



　　平成22年9月1日号 第 881号（5）

新築住宅には、「住宅用火災警報器」の設置が義務付けられています。既存の住宅も、平成23年５月31日までに設置する必要があります。

日本赤十字社(日赤)社資募集

　総額149万9,536円　　　　　ご協力ありがとうございました　　

島本町ふれあいスポーツ教室参加者募集

問合せ＝福祉保健課（962-7460・962-5652）

日　時＝９月16日 午後１時45分～３時

場　所＝町立体育館

種　目＝フライングディスク

対　象＝18歳以上の障害者

　町内在住の18歳以上の障害者の方を対象とした「島本町ふれあいスポーツ教室」を開催しま

す。今回は、９月に開催される教室の参加者を募集します。

※10月以降の教室の募集は、順次広報しまもとでお知らせします

定　員＝50人

持ち物・服装＝動きやすい服装、上履き

申込み＝９月15日までに

　　　　　福祉保健課（役場１階⑧番窓口）まで

共通申込方法

　９月14日（当日消印有効）までに、往復はがきに右記

　の必要事項を記入のうえ、お申し込みください。

　電話・ファックス・来館での申込みは受け付けません。

　〔あて先〕〒618-0011　島本町広瀬２-22-27　

　島本町立人権文化センター　 ○○教室係

 ①希望教室名

 ②参加者氏名（フリガナ）

 ③性別

 ④年齢

 ⑤住所

 ⑥電話番号

返信用（表面） 往信用（裏面）

〒618‐××××

 申込み者氏名 様

申込み者住所

超
　パソコンを全く知らない方・全く使ったことがな

い方を対象に講習会を開催します。複数の講師が、受

講生が理解できるように講習を進め

ますので、安心してご参加ください。

電源を入れるところから、簡単な文章

を作り、印刷、保存、そして電源を切る

までを、10回の講習でめざします。

日　時＝９月24日～11月26日の

　　　　　毎週金曜日午後３時～５時

場　所＝人権文化センター 学習室

対　象＝パソコンを全く知らない方・使ったこと

　　　　　がない方

定　員＝６人

参加費＝500円程度（資料代）

初心者のための

 パソコン教室

日　程＝10月１日～11月19日の毎週金曜日

時　間＝午前10時～正午

場　所＝人権文化センター 図書室

対　象＝町内在住・在勤で、講座で習得したマジ

　ックの種明かしをしないことが約束できる方

講　師＝おしゃべりマジシャン アーラ不思議さん

定　員＝15人

参加費＝400円（教材費）

「マジック教室」
　みんなでワイワイ・ガヤガヤ楽しみながら、マ

ジックを通して仲間づくりと地域交流をしません

か。今回も、日常何気なく使っている「ひも」や割箸

などを使ってのマジックです。

 マジックを演じて、コミュニケー

ションの輪をさらに広げてみません

か。

人権文化センターへ行こう！！　　　　問合せ

　人権文化センター（962-4402・962-4499）

９月９日は救急の日

９月５日～11日は救急医療週間

普通救命講習を開催

対　象＝町内在住または在勤・在学の中学生以上の方

定　員＝30人（以前に受講された方の再講習を含む）

申込み

　消防本部 救急救助係（962-1199・962-0119）

※電話での仮予約はできますが、前日までに申込み

　にお越しください

　家庭や職場で家族や友人が倒れたとき、あなた

はどうしますか？

　いざという時に役立つ心肺蘇生法（人工呼吸・胸骨

圧迫）・ＡＥＤ(自動体外式除細動器)を使用した除細

動（電気ショック）・止血法などの応急手当を覚えま

しょう。

９月９日 午後１時30分～４時30分

　消防本部３階 研修室

平成22年10月１日

国勢調査を実施しま

す
　国勢調査は、日本に住んで

いるすべての人を対象に行う

もので、平成22年調査は、我が

国が本格的な人口減少社会と

なって実施する最初の国勢調

査です。調査結果は、さまざまな法令で使われる

ほか、社会福祉、雇用対策、生活環境の整備など

私たちの暮らしのために役立てられます。

　９月下旬から、総務大臣から任命された調査員

が世帯を訪問して調査票を配布します。

　調査へのご理解をお願いします。
問合せ＝総務課（962-0373・962-5156）

９月10日～16日は「自殺予防週間」です
　さまざまな悩みを抱えている方は、一人で悩まず、専門の相談機関にご相談ください。

　障害者が社会において、その一員として活動する

ことをめざす「ノーマライゼーション」の実現のた

めには、就労を通じての社会参加が基本となりま

す。そのためには、障害者がその能力に応じて可能

な限り雇用の場に就くことが重要です。

　近年は、事業主のみなさんの障害者雇用について

の理解と認識が高まりつつありますが、まだ十分な

ものとはいえず、多くの障害者が働く場を求めてい

ます。

　障害者に直接雇用の場を提供できるのは事業主の

みなさんであり、事業主のみなさんの理解を得て初

めて障害者の雇用が進むことになります。

　働く意欲があり、能力のある障害者が一人でも多

く職に就くことができるよう、事業主のみなさんの

ご理解とご協力をお願いします。

障害者 雇用で拓く 企業の未来

 ９月は

「障害者雇用支援月間」

　問合せ＝福祉保健課（962-7460・962-5652）

サラ金・クレジットの返済に困ったら

　多重債務者相談室（06-6941-0837）

　　月～金曜日の午前９時15分～午後５時

自死遺族相談（予約制）

　　大切な方を自死（自殺）で亡くされた方のために

　　来所相談を実施しています。　

　　お電話の際には「自死遺族

　　相談」とお伝えください。

　大阪府こころの健康総合

　　センター

　　（06-6691-2811・代表）

　　月～金曜日の午前９時～午後５時45分

　　

　５月中旬から６月30日までの間に実施した日赤社資募集では、自治会をはじめ多くの住民のみなさん

のご理解とご協力をいただき、ありがとうございました。お寄せいただいた町内募集分の社資総額149万

9,536円（８月３日現在）は、日本赤十字社大阪府支部に送金しました。日赤社資は、さまざまな赤十字事業

（難民援護・医療援護・災害援護・献血など）の推進に活用されます。

問合せ＝福祉保健課（962-7460・962-5652）

こころの電話相談

　大阪府こころの健康総合センター

　　（06-6607-8814）

　　月～金曜日の

　　午前９時30 分～正午・午後１時～５時30 分

2 4 時間の電話相談

　関西いのちの電話（06-6309-1121）

　大阪自殺防止センター（06-6260-4343）

　こころの救急相談（06-6945-5000）

フリーダイヤル電話相談

　自殺予防いのちの電話（0120-738-556）

　　毎月10日の午前８時～翌日午前８時（24時間）

平成22年９月１日号
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参加申込み＝参加申込書に必要事項を記入のうえ、９月22日までに町

　　　　　　　 立体育館へお持ちください。

　　　　　　　 ※９月中旬頃までに町内の各ご家庭に、参加申込書・競技説

　　　　　　　　明書を戸別配布します

　　　　　　　　（町立体育館、役場１階生涯学習課でも配布します）

10月10日　午前９時～午後４時30分
　（※雨天時は10月11日（月・祝）に順延）

水無瀬川緑地公園 スポーツ広場（山崎二丁目）

参加資格＝町内在住・在勤・在学の方

競技種目（団体種目）

町民スポーツ祭

参加団体募集

町民相互の親睦と健康増進のために

　問合せ＝町民スポーツ実行委員会 事務局（町立体育館内 ・962-1331）

＜主催＞町民スポ－ツ実行委員会

＜主管＞町民スポ－ツ祭部会　

＜後援＞島本町・島本町教育委員会

　※大玉ころがし、綱引きは、自治会対抗の部があります

　※その他、当日参加種目（仮装競争・○×ゲームなど）があります

１チーム20人（男性10人以内）素手で綱引きを行います。

（自治会対抗の部・一般の部）

むかで競争 １チーム６人、４チームで競争します。

綱 引 き

小学生リレー

男女混合リレー

玉 入 れ

大玉ころがし

１チーム５人。選手構成は男女関係なしです。

１チーム５人。女性２人以上の参加が必要です。

１チーム20人以内で行います。（カゴの高さ４ｍ）

１チーム10人。２人１組で大玉をころがしリレーします。

平成22年度団体使用申請の受付

申請方法＝町立歴史文化資料館に備え付けている使用許可申請書を使用

　希望日の３か月前から１週間前までに提出してください。

　※使用基準や申請書は町のホームページ（http://www.shimamotocho.jp/）

　　でもご覧になれます

問合せ＝町立歴史文化資料館(961-3411・585-3411)

　町立歴史文化資料館では、展示や運営に支障がない範囲で、資料館

の施設を住民のみなさんの郷土理解や交流の場として使用していた

だくために団体による使用申請を受付けています。

事業内容（例）

　参加部門(展示・製作）…トールペインティング、アートフラワー、木工作

　　品、いけ花、書道、竹細工 など

　お祭り広場部門（模擬店など）…ホットドッグ、フランクフルト、ジュー

　　ス類、うどん、綿菓子、焼いも、竹とんぼ、プラ板、ビーズ細工 など

　舞台部門…コーラス、バレエ、民謡、ジャズダンス、ブラスバンド  など

申込期間

　土・日曜日を除く、９月１日～10日の午前９時～正午、午後１時～５時

申込み・問合せ＝島本町文化祭事業実行委員会事務局
　　　　　（役場１階 生涯学習課・962-0792・962-0611）
　　　　　（ふれあいセンター１階 生涯学習課・961‐1011・961-1116）

　島本町文化祭

　今年の島本町文化祭は11月１日～３日に開催します。

　事業内容は参加部門(１日～３日)・お祭り広場部門（３日）・舞台部門（３

日）で、町文化祭事業実行委員会では、町内在住、在勤、在学の方を対象に、舞

台などへの参加者と展示などの出展作品を募集します。

　募集案内と申込用紙は文化祭事業実行委員会事務局（ふれあいセンター１

階 生涯学習課）で配布しています。

参加者・出展作品を募集!!

問合せ＝クラブ事務局（ふれあいセンター３階 学習相談室・090-6908-2595)

　開設時間　土・日・月曜日の午前10時～正午  ※第５週目はお休み

　 E-mail　　shimamoto_sports@sky.117.cx

　町内在住・在勤の方、または町外でもクラブに賛同してくださる方を対象

に会員を募集します。

　くわしくは、今号の「広報しまもと」と同時配布しているチラシをご覧ください。

　いろいろな教室、イベント、研修会などの企画・運営など、様々な活動を

手伝っていただけるスタッフを募集しています。未経験の方も気軽にお手

伝いしていただけます。ぜひ事務局まで！

クラブスタッフも募集！！

　●クラブスタッフのお仕事●

　　教室スタッフ…各教室の補助や受付

　　運営委員………教室やイベントの企画、広報、ホームページ作成、

　　　　　　　　　クラブの運営に関することなど

後期会員を募集します！ ９月11日受付開始

島本町の総合型地域スポーツクラブ

「しまもとバンブークラブ」

「広報しまもと」はホームページからもご覧になれます。 [http://www.shimamotocho.jp/]

問合せ＝大阪府茨木土木事務所 建設課河川砂防グループ

（072-627-1121・ホームページ:http://www.pref.osaka.jp/ibarakidoboku/）

土石流のおそれのある渓谷

谷（渓谷）

谷の出口

土石流により被害の及ぶ
おそれがある土地の範囲

人家など

特別
警戒
区域警戒

区域

地形の調査部分

（住宅地側）

土砂量の調査部分

（山側）

土砂災害防止法に基づく基礎調査作業を実施します
調査のイメージ　今年も梅雨前線がもたらした大雨により、各地で土砂災害による痛ましい被害が

発生しています。大阪府では、土砂災害から府民のみなさんを守るため、土砂災害防

止法（※）による土砂災害警戒区域の指定を実施しています。

 　この度、区域指定に必要な土石流危険渓流の基礎調査を実施します。

住民のみなさんの生命を土砂災害から守るための事業です。ご理解とご協力をお願

いします。

※土砂災害防止法とは、土砂災害のおそれがある区域を明らかにし、危険の周

　知、警戒避難体制の整備などを行う目的で平成13年に制定された法律です。

使用内容

　地域の歴史、民俗、文化、自然

　　などの展示や発表

　講演会、研究会

　演奏会

　歴史や文化に関する催し

　その他教育委員会が必要と認

　　めるもの

使用場所

　①資料館屋内

　　展示室中央空間、舞台、

　　公募展示コーナー

　②資料館屋外

　　正面広場

　③その他

使用料＝無料

調査期間＝９月～来年３月下旬（予定）

　　　　　　※日曜日・祝日は作業しません

調査個所＝大沢・尺代・山崎・広瀬・東大寺・桜井地区

調査内容＝渓流やその下流の区域の地形・地質等を目視やポールなどで確認

　　　　　　し、写真を撮影。調査に伴う樹木等の伐採は行いません。

その他＝現地作業員は身分証明書を携帯し、腕章をつけています。

自治会・団体・グループでチームを編成してお申し込みください。

当日参加種目の受付は、会場招集場所で行います。

当日会場には駐車場がありませんので、お車での来場はご遠慮ください。

平成22年９月１日号
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　みんなで元気な百歳を目指す筋力づくり運動「いきいき百歳体操」を地域で実践するサポーターを育成する教室です。

※５回すべて出席していただいた方に修了証をお渡しいたします

いきいき百歳体操のいいところって？

　高齢者がより一層元気になる体操。積み重ねが大切で、続けている人はみんな若い！

サポーター育成講座をうけてみてどうでしたか？

　いきいき百歳体操のことは知りませんでしたが、ボランティアがしたくて参加し

ました。講座は楽しくて、自分自身も元気になれました。

これからサポーター講座を受ける人へのメッセージを

　自分の健康のためにもいい体操です。いろんな人と触れ合うことができること

もうれしいですし、サポータ―をしているというよりも、豊かな知識をいっぱいも

らい勉強させてもらえます！！

申込み・問合せ＝地域包括支援センター（962-3730・962-3740）

時　間＝各日とも午前10時～11時30分

場　所＝ふれあいセンター３階 第四学習室ほか

対　象＝町内在住の60歳以上の方

　※事前登録が必要です。また、各日とも入場は先着100人まで

　となりますのでご了承ください。

受講料＝無料（講習内容により実費負担あり）

　

　

申込み・問合せ＝９月１日～10日の土・日曜日を除く、午前９時～正午、午後１時～４時30分

　　　　　　　　 生涯学習課（ふれあいセンター内・961-1011・961-1116)まで

年長者学級（後期）に参加しませんか？

☆体力測定

☆高齢者の運動の必要性

☆いきいき百歳体操実践

☆いきいき百歳体操実践

☆いきいき百歳体操実践

☆いきいき百歳体操実習

☆はなしの場～サポーターとしてできること～

☆かみかみ百歳体操実践　　☆今後の活動

☆先輩サポーターと交流　　☆修了式

１回目

２回目

３回目

９月28日

10月１日

10月５日

４回目

５回目

10月８日

10月12日

日　程 内　　容

平成22年度島本町いきいき百歳体操サポーター育成講座

先輩サポーターの声

活動の様子

＜休憩コーナー＞

　利用時間＝午前９時30分～午後４時30分

　設　　備＝テレビ、囲碁、将棋、ヘルストロン（電位治療器）、

　　　　　　　バンパープール台（玉突きゲーム）

＜水中歩行訓練＞（利用方法はお問い合わせください）

　利用時間＝毎週火・金曜日の午後１時30分～４時30分(受付は午後４時まで)

　　※60歳未満の方でも障害者手帳をお持ちの方はご利用できます

＜浴　室＞ （男女各１室）

　利用時間＝午前10時～午後４時（受付は午後３時30分まで）

　持ち物＝タオル

＜福祉ふれあいバス＞

　町内各所から、年長者福祉センターに来られる方を送迎するバスを運行しています。

　運行日＝月～金曜日（祝日・年末年始は休み）

　※運行時間・乗降場所はふれあいセンター１階健康福祉事業室窓口で配布してい

　　る「福祉ふれあいセンターバス運行表」をご覧ください

＜年長者座敷(年長者教室)教室生募集＞

　教室生は随時募集しておりますので、お問い合わせください。　

教室名

絵画(日本画)教室

園芸教室

民謡教室

カラオケ教室

謡曲教室

書道教室

俳句教室

カラオケ同好会

開催日

第１・３月曜日(午前)

第２・４月曜日(午前)

第１～４火曜日(午前)

第１～４火曜日(午後)

第１～４水曜日(午前・午後)

第１～４木曜日(午前)

第１・３木曜日(午後)

第１～４金曜日(午前・午後)

※一部教材費などが必要な教室があります

　年長者福祉センター（ふれあいセンター２階）では、町内在住の60歳以上

の方の交流と健康づくりのためのさまざまな事業を実施しています。ぜ

ひ、ご利用ください。（土・日曜日、祝日は休み）

すべて無料

年長者福祉センター利用のご案内 問合せ＝健康福祉事業室（961-1122・961-1116）

期　間＝９月６日～12日

　※９月６日～10日は午前８時30分～午後７時

　　９月11日・12日は午前10時～午後５時

内　容＝いじめ、いやがらせ、虐待など高齢者などの人権問題

担当者＝人権擁護委員

相談料＝無料（ただし通話料は相談者負担）

問合せ＝大阪法務局 人権擁護部第三課（06-6942-9492）

全国一斉「高齢者・障害者の人権あんしん相談」電話相談

０６－６９４２－９４９６

７期生サポーター

藤下志津さん

日　時＝９月28日～10月12日の火・金曜日（計５回）

　　　　　午前９時45分～11時45分（午前９時30分受付開始）

場　所＝ふれあいセンター２階 機能回復訓練室

定　員＝20人 ※９月２日から申込み先着順

持ち物＝運動できる服装、室内用の運動靴、飲み物（水・茶など）

受講料＝無料

ひとり親家庭・寡婦のみなさんご相談ください！！

　「大阪府母子家庭等就業・自立センター」の相談員が出張

相談会を行います。この機会に是非ご相談ください。（電話

予約制）

日　時＝９月15日 午前10時～午後４時

場　所＝役場１階 第一相談室

対　象＝ひとり親家庭・寡婦（父子家庭も可）

　予約・問合せ＝社会福祉法人大阪府母子寡婦福祉連合会

　　　　　　　　　(06-6762-9498・090-6094-2082)

※相談を希望される方は、平日の午前９時30分～午後４時に、下記

　まで電話予約のうえ、会場までお越しください

ふるさと島本応援寄付金制度（ふるさと納税）にご寄附をお願いします。くわしくは政策推進課（962-5411・962-0385）まで。

就職や転職のこと… 　養育費やこどものこと…

開講式（後期の説明）

地球温暖化防止のためにできること

12月16日

９月16日

開 催 日 内　容（テーマ）

島本町環境・産業課職員

大阪河崎リハビリテーション大学

教授 矢守麻奈さん
９月30日

10月７日

10月21日

11月18日

12月９日

講　師 ・ 指　導

開発途上国の生活

10月14日
平城遷都と薬師寺移建

　－南都六大寺並び建つ

大阪府文化財センター

理事長 水野正好さん

ＪＩＣＡ大阪

島本の史跡めぐり

バスツアー

～世界遺産・薬師寺での写経体験～

能楽に親しもう！ 大阪教育大学 教授 小野恭靖さん

歌体操で健康づくり、仲間づくりを！
いきいき歌体操

インストラクター 松岡芙美子さん

税金のしくみについて 茨木税務署職員

ふるさと島本案内ボランティアの会

11月25日

いつまでも元気で食べるコツ

運営委員

生涯学習課職員

平成22年９月１日号
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「広報しまもと」は、戸別宅配で全家庭にお届けしています。発行日中にご家庭に届かない場合は、宅配業者 ダイコク（ 0120-01-3912）まで。

◆Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査（予約

　制※）

　検査日時はお問い合わせください。

　※過去に検査を受けたことがない20

　　歳以上40歳未満の府民は無料です

◆エイズ／ＨＩＶ抗体検査（無料）

　梅毒・クラミジア検査（一部無料）

　９月２日、９日、30日の午後

２時～３時

◆医療機関に関する相談

　安心して医療が受けられるようサ

ポートします。受付時間は月～金曜日の

午前９時15分～午後０時15分、午後１時

～４時です。

◆こころの健康相談（予約制）

　うつ病・認知症・アルコール依存症な

どの精神的な病気、ひきこもりに関す

る相談

１に運動、２に食事、

しっかり禁煙、最後にクスリ

～健康寿命をのばしましょう～

　高齢者・障害者の方を対象に、水の抵抗や浮力を利用した、水中での正しい歩行

のしかたの教室を開催します。

　なお、毎週火・金曜日に実施している「水中歩行訓練事業」への参加を希望され

る方は必ずご参加ください。

水 中 歩 行 訓 練 教 室

日　時＝９月21日 午前10時30分～正午（受付は午前10時から）
場　所＝ふれあいセンター２階 水訓練室（受付は２階 機能回復訓練室）

対　象＝60歳以上の年長者と障害者（手帳所持者）の方で、

　　　　　 今回初めて受講される方

定　員＝15人（９月６日から申込み先着順）

持ち物＝健康手帳、水泳帽、水着、タオル、足ふき用タ　

　　　　　オル、ビニール袋、100円硬貨（ロッカー用、使　

　　　　　用後返却）

予約制・無料

無料整 形 外 科 相 談

日　時＝９月19日 午前10時30分～午後２時30分（※途中休憩あり）

　　　　　　　　　　　(受付は午前10時から)

場　所＝ふれあいセンター１階  保健ゾーン（保健福祉コーナー）

定　員＝20人(当日受付で申込み先着順)

　島本町福祉大会の当日に整形外科相談を行います。

　肩こり、腰痛、膝痛などでお困りの方お気軽にご相談ください。

９月は

日　時＝10月２日 午後２時30分～４時

会　場＝ふれあいセンター３階 第四学習室

講　師＝千葉 渉さん（高槻赤十字病院 副院長）

定　員＝80人　

※ご希望の方に血糖値測定を行います

「インフルエンザについて」

医学講座 ≪参加費無料・事前申込不要≫

　昨年、流行したインフルエンザの予防方法や実際にかかった時の対応等の

お話です。たくさんの方のご来場をお待ちしています。

健康増進普及月間

保健コーナー保健コーナー
問合せ・申込み　ふれあいセンター内 健康福祉事業室

　（961-1122・961-1116）　［土・日曜日、祝日を除く午前９時～午後５時30分］

　健康づくりには、日頃から健康チェックを行うことがとても大切で

す。健康チェックのために、特定健診・30歳代健診・がんセット検診を活

用してください。

　島本町での特定健診は島本町国民健康保険（国保）にご加入の今年度40～

75歳（75歳の誕生日前日まで）になる方が対象となります。国保以外にご加入

の方は加入されている健康保険組合にご確認ください。

　また、満30～39歳の方に30歳代健診を、満30歳以上の方へはがんセット検

診を実施しています。

子　育　て　コ　ー　ナ　ー茨木保健所からのお知らせ
（072-624-4668・072-623-6856）

被爆二世
健康診断

　大阪府内に在住される被爆二世

の方を対象に健康診断を行います。

申込み＝９月１日～10月29日

　の期間に最寄りの保健所（茨木

　保健所）で受付

　※実父母の被爆者健康手帳の番

　　号と受診申込者の印鑑が必要

費　用＝無料

 問合せ

　大阪府健康医療部保健医療室

　医事看護課医療法人・援護グループ

（06-6944-9172）

◇園庭開放（お話の森講演会）

日　時＝９月15日

　午前10時30分開演（午前10時受付開始）

対　象＝町内在住の０歳児～４歳児

持ち物＝上靴、水筒

第一幼稚園（961-6456・961-6450） 第二幼稚園（962-4958・962-4951）

町立保育所（子育て支援担当 ・962-6500）

◇９月の園庭開放（雨天中止）

　火曜日の午前10時～11時30分に開催

　第二保育所＝14日、28日

　第四保育所＝７日（絵の具）、21日（わらべうた）

◇抱き人形作り　

　お子さんのための抱き人形を手

作りしましょう。

日　時＝９月30日

　　　　　午前10時～正午

場　所＝ふれあいセンター １階

　　　　　健康教育指導室

参加費＝630円（材料費）

定　員＝10人

◇第16回子育てフォーラム「笑って学ぶ 子育てのコツ」

～みんなで育てる未来の人材～

日　時＝10月28日午前10時～11時30分

場　所＝ふれあいセンター ケリヤホール

対　象＝子育て中の保護者、孫育て中の方、子育てに興味・関心のある方

定　員＝150人（申込み不要）

講　師＝岩城敏之さん（絵本とヨーロッパおもちゃの店「ぱふ」代表）

保　育＝45人（電話受付・申込先着順）

　※保育申込みは10月４日～８日の午前９時30分～午後５時に受付します

◇わらべうた遊び

日　時＝９月21日

　１回目：午前10時15分～10時45分

　２回目：午前10時50分～11時20分

場　所＝第四保育所 ホール

対　象＝２歳～４歳の子どもと保護

　者（各回10組）

わらべうた遊び、抱き人形作り共通

申込み＝電話で受付（先着順）

　（※なお、９月７日 第四保育所

　　　　　９月14日 第二保育所の園庭開放時にも受付）

◇９月のなかよしランド

　木曜日に開催。①、②は午後１時30分

～３時、③～⑤は午前10時～11時30分

　①つき（３か月～12か月児）＝２日

（※午前10時～11時30分）・16日、②ほし

（H21.4.2～）＝９日、③にじ（H20.4.2～

H21.4.1生）＝30日、④そら(H19.4.2～H

20.4.1生）＝16日、⑤ひかり(H18.4.2～

H19.4.1生）＝９日

◇９月の園庭開放

　《金曜日開放》…３日午前10時～11時

30分 ※雨天時は支援センターで実施

　《日曜日開放》…12日午前10時～11時

30分、午後１時30分～３時 ※雨天中止

◇育児相談

　《電話相談》

　地域子育て支援センター(963-0133)、

　山崎保育園(961-2241)

　《面接相談》…電話で日時を調整します

◇ひよこ広場（出張保育園）の９月の予定

日　程＝若山台第四団地集会所　

　　　　　　６日、13日、27日

　　　　　ふれあいセンター２階

　　　　　　 機能回復訓練室

　　　　　　１日、15日

　　　　　東大寺自治会集会所

　　　　　　10日

時　間＝午前10時～11時30分

対　象＝０歳～就学前の方とその　

　　　　　保護者

山崎保育園・地域子育て支援センター（・963-0133）

◇好きな遊びを楽しもう

日　時＝９月３日

　午前10時30分～11時30分

対　象＝町内在住の０歳児～４歳児

持ち物＝上靴、水筒

（※７日・14日の園庭開放時の受付は、雨天の場合中止）

平成22年９月１日号
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町規格葬儀指定業者：アシス(932-4242)、洛西センター（331-4442）、千里万博葬儀会館水無瀬葬儀ホール（962-5542)、㈱セレマ（072-682-1121）、㈱公益社高槻営業所（072-672-0044）、三島葬祭社（962-0273）

町立体育館

（・962-1331）

◆話題の新刊書

①一般図書（　）は著者

　○リーマン・ショック・コン

フィデンシャル 上・下（アンド

リュー・ロス・ソーキン）○ロ

ボット兵士の戦争（Ｐ．Ｗ．シン

ガー）○あんじゅう（宮部みゆ

き）○一週間（井上ひさし）

○祈る時はいつもひとり 上・

下（白川 道）○終わらざる夏

上・下（浅田次郎）○乙女の密告

（赤染晶子）○今日を刻む時計

（宇江佐真理）○三千枚の金貨

上・下（宮本 輝）○小さいおう

ち（中島京子）○トリック・シア

ター（遠藤武文）○天海の秘宝

上・下（夢枕 獏）○バイバイ、ブ

ラックバード（伊坂幸太郎）○

白砂（鏑木 蓮）○ブレイズメス

１９９０（海堂 尊）○プラチナ

データ（東野圭吾）○ゆんでめ

て（畠中 恵）○赦し（矢口敦子）

○残夢整理（多田富雄）

②児童書

【よみもの】

　○アイデアはどこからやっ

町立図書館

（ 962-4364・ 962-

1051）

てくる？（岩井俊雄）○ホネホ

ネすいぞくかん（西澤真樹子）

○アンモナイトの森で 少女チ

ヨとヒグマの物語（市川洋介）

○赤い髪のミウ（末吉暁子）○

ここからどこかへ（谷川俊太

郎）○シノダ！ 時のかなたの人

魚の島（富安陽子）○なんかの

ケロくん（山下明生）○闇の喇

叭（有栖川有栖）

【えほん】

　★うわーっ（まつおかたつ

ひで）★うがいライオン（ねじ

め正一）★おばけかな？（いち

かわけいこ）★パパとニルス

もっとおおきくなったらね

（マーカス・フィスター）★ぼ

く、なきむし？（長谷川知子）

★ぼくのおふろ（鈴木のりた

け）★まるまるまるのほん（エ

ルヴェ・テュレ）

◆おはなしかい

　日時＝毎週土曜日の午前

11時～11時30分場所＝図書

館内

◆わくわくかみしばい

　日時＝９月１日午後３

時30分～４時場所＝図書館内

◆「いきいきパソコン教室」受

講生募集

　島本パソコンクラブＳＰＣ

Ｃ（ボランティアグループ）が

募集

　活動日時＝９月27日から

毎週月曜日（祝日は除く）午後

１時～３時（10回）活動場所

＝ふれあいセンター３階ＯＡ

教室対象＝町内在住で60歳

以上のパソコン初心者の方

定員＝10人（応募者多数の場合

は高年齢順）受講料＝無料

（別途テキスト代など2,350円

程度必要）申込み＝往復はが

きに氏名・住所・電話番号・生年

月日を明記のうえ下記まで（９

月10日消印有効）申込み・

問合せ＝〒618-0024若山台１-

５-12-204・玉置（962-5948）

◆若山荘「書道クラブ」手伝い

ボランティア募集

　活動日時＝毎週金曜日午

後０時45分～２時30分（偶数月

第二金曜は休み）活動場所＝

介護老人保健施設若山荘対

象＝20歳代～60歳代の方内

容＝墨・筆の準備など申込み

＝前日までに電話で下記まで

問合せ＝介護老人保健施設

若山荘・砂田・田中（961-6789）

◆秋季ソフトテニス大会

　ソフトテニス連盟（島本町体

育協会）が開催。初心者の方も大

歓迎！奮ってご参加ください。　

　日時＝９月５日午前９時

から（雨天時は、９月12日に順

延）場所＝東大寺公園テニス

コート対象＝町内在住・在勤・

在学者（高校生以上）参加費＝

一般1,000円、学生700円（昼食代

含む）申込み＝９月４日ま

でに猪飼（962-2595）まで

◆秋のバドミントン大会参加

者募集

　島本町バドミントン連盟が

開催

　日程・内容＝①10月17日

午前９時から［男女別ダブル

スＡ級・Ｂ級・初級］②10月24日

午前９時から［混合ダブル

スＡ級・Ｂ級］場所＝第一中

学校体育館対象＝中学生以

上参加費＝１ダブルスにつ

き、連盟加入クラブ1,600円、一

般2,000円、中・高校生1,000円

（当日徴収）申込み＝９月17

日までに下記まで問合せ

＝藤目（〒618-0022島本町桜井

４-７-12・・961-8008）

◆テニス教室(10月～３月)会

員募集

　島本町テニス協会が募集

　対象＝町内在住・在勤の

方申込み＝９月23日（木・祝）

午前９時30分～正午に町立体

育館２階で受付問合せ＝巽

（961-4187）

《ジュニア教室》…練習日＝

第２・３・４土曜日（締切後時間

設定）対象＝小学校４年生

～中学校３年生場所＝水無

瀬グリーンテニスクラブ会

費＝8,000円

《平日・日曜教室》…練習日＝

平日教室…火・木曜日の午前10

時～午後２時、日曜教室…午

前８時～午後２時対象＝高

校生以上場所＝東大寺公園

テニスコート会費＝2,000

円、（前期からの継続でない方

は、協会費2,000円が別途必要）

みんなのひろば

◆こころの病を抱えている方

へ『フリースペース島本』

　こころの病を抱えているが

「家以外でゆっくり過ごす場所

がほしい」、「同じ悩みを抱えて

いる人と話がしたい」と思って

いる方。気軽に集い自由に過ご

せる場所に遊びにきませんか？

　日時＝９月13日午後１

時30分～３時30分/28日午後

３時～４時（時間内は出入り

自由）場所＝ふれあいセン

ター３階一般座敷対象＝町

内在住でこころの病を抱えて

いる方内容＝おしゃべりを

するなど、自由に時間を過ご

します参加費＝無料申込

み＝不要問合せ＝『フリー

スペース島本』運営事務局（

962-6916）

◆“こころの病”をもつ家族の

いるあなたへ

　あじさい＊心の集い（家族

の会）が参加者を募集

　“こころの病”を抱える家族

を持つ者同士、共に話し合い

や学び合うことを通して、悩

みやストレスを軽くしていけ

ればと考えています。私たち

は、家族同士の活動を通して、

“こころの病”を抱える本人た

ちと共に、より有意義な人生

を歩むために、みんなで集

まっております。ご家族のみ

なさん、私たちと共に集いま

せんか？ご連絡をお待ちして

おります。問合せ＝高盛（

962-6916）

◆秋季剣道大会出場者募集

　島本町剣道連盟が開催（個人

戦のみ）

　日時＝９月19日午前９時

30分～午後１時場所＝第三小

学校体育館対象＝町内在住・

在勤・在学の方申込み＝電話

で下記まで※開催当日は、会場

で午前９時まで受付参加費＝

500円（当日受付で徴収）持ち物

＝竹刀・防具・胴着など問合せ

＝駒井（961-4725）

◆「島本町ダブルス卓球大会」

の参加者募集

　島本町卓球連盟が募集

　日時＝９月19日午前９

時から場所＝第二中学校体

育館対象＝中学生以上内

容＝男子ダブルス戦・女子ダ

ブルス戦参加費＝一般1,200

円・中学生600円※連盟に未登

録の方は平成22年度連盟行事

の参加資格登録料として、１

人300円が別途必要申込み＝

９月11日午後７時～８時に

町立体育館２階研修室で受付

問合せ＝森田（962-2982）

交 通 安 全

◆運転者安全講習会

　日時＝９月１日・２日

午後７時から(受付は午後

６時30分から）場所＝ふれあ

いセンター ケリヤホール問

合せ＝環境・産業課(962-2846・

961-6298)

◆テニスコート利用抽選（有料）

　日時＝９月５日午前10

時から（抽選の申込受付は４

人１組から）場所＝町立体

育館利用日＝10月中の土・日

曜日・祝日コート＝二中

コート（※東大寺公園コート

は改修工事のため、10月～11月

中旬頃まで利用できません）

◆尺代テニスコート・グラウ

ンド開放（有料）

　日時＝９月８日・18日

・28日

◆体育館無料開放の日

　日時＝９月５日午前９

時～午後５時

町・教育委員会の後援事業

◆講演会：「源氏物語」より夕顔

　古典文学の和歌に親しむ

会（略称：和歌の会・華）が開催

　日時＝９月25日午後２

時～３時30分場所＝ふれあ

いセンター３階第四学習室

テーマ＝佳人薄命を絵に描い

たような悲劇的最後が印象に

残るヒロインの一人で可憐な

「夕顔」について講師＝金光

桂子さん（京都大学准教授・文

学博士）対象＝源氏物語に

関心のある方（初心者・見学者

歓迎）参加費＝会員無料、一般

700円、学生300円申込み＝不要

問合せ＝千住（962-2684）

◆９月11日は「警察相談の日」

　安全と安心に関する相談は

警察へ

　警察の相談ダイヤル＝

♯9110高槻警察署＝072-

672-1234※当日、水無瀬交番で

も対応（午前10時～午後４時）

◆10月は土地月間です

不動産鑑定士による不動産無

料相談会

　日時＝10月16日午前10

時～午後４時場所＝茨木市

福祉文化会館３階302号室（茨

木市駅前４-７-55）内容＝不

動産価格水準、賃貸借（地代・家

賃など）、不動産の有効利用な

ど申込み＝不要（当日３時ま

でに会場にお越しください）

問合せ＝（社）大阪府不動産鑑

定士協会(06-6203-2100・06

-6203-0505)

公共団体からのお知らせ

行政書士による無料相談を開催！！

日時＝９月７日 午後１時30分～４時

会場＝島本町商工会館１階相談室

相談内容＝許認可申請（建設業、運送業、法人設立など）、

　　　　　　相続関連（遺言書、遺産分割協議書、農地転用

　　　　　　など）の書類作成や手続き

申込み＝不要

問合せ＝大阪府行政書士会三島支部相談部（962-3177)

ケーブルテレビ11チャ

ンネルで毎日放映中！

町広報番組

 「しまもとプラザ」

 問合せ＝自治・防災課

　（962-0380・962-8770）

毎　日

８：00～８：15

12：30～12：45

15：00～15：15

22：30～22：45

平成22年９月１日号

お知らせコーナーお知らせコーナー
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◎ごみは、回収容器に分別して出しましょう。　◎ペットを飼うにも、マナーが大切。ペットのフンは持ち帰りましょう。

桜井１～３

広瀬１～５

大字山崎、山崎４・５

大字東大寺、東大寺２

山崎１～３、青葉１～３

大字大沢、桜井４・５

江川１・２、高浜１・３

大字尺代、大字広瀬
若山台１・２
ホース３本以上と大口家庭

東大寺１・３・４、百山

　10月はじめの収集地区…10月１日

（東大寺１・３・４・百山地区）

くみ取り口付近には、車や物を置かないで

　ください。

くみ取り当日は、バケツ一杯程度の水を流

　してください。

水無瀬１・２、高浜２

収集日当日の朝８時までに、きちんと分別して、決めら

　れた場所へ出してください。

毎週

火・金

燃える

ご　み
地 　区　 名

リサイクル・危険・有害ごみ

水無瀬２

青葉１・２、桜井１

若山台２（善光寺地区は大字

東大寺の日に収集）

東大寺３

大字桜井、桜井２～５

桜井台、江川１・２

高浜１～３、百山

大字大沢、大字尺代

東大寺４、大字広瀬（百山稲

荷地区）、広瀬１～５

水無瀬１、若山台１

大字山崎、山崎１～５

大字東大寺(若山台２の善光

寺地区も収集)

東大寺１・２、青葉３

・空き缶類

・危険ごみ

・有害ごみ

・金属製のフタ

・アルミ箔

・針金などから

　みやすいもの

・ダンボール
・新聞紙
・雑誌
・牛乳パック
・その他古紙類
・ペットボトル
・古着類

・空きびん類
 （フタは取る）

・ガラス類
 （茶わん、耐熱ガ
 ラス、鏡、水槽は
 第４週へ）

・小型電気製品
・自転車
・陶器類
・ふとんなど
　敷物類
・金属製品
・木材類
・耐熱ガラス類

不燃等ごみ

９月のごみ収集日

２・16日

し尿・ごみに関するお問合せ　環境・産業課（962‐2863・961‐6298）

下水道が使える地域は、すみやかな切り替

えにご協力ください。

３・17日

６・21日

第１月曜日

６日

７・22日

８・24日

９・27日

10・28日

13・29日

第２月曜日

13日

第３月曜日

20日

第４月曜日

27日

第４火曜日

28日

第４木曜日

23日

第４金曜日

24日

第３火曜日

21日

第３木曜日

16日

第３金曜日

17日

第２火曜日

14日

第２木曜日

９日

第２金曜日

10日

第１火曜日

７日

第１木曜日

２日

毎週

月・木

毎週

火・金

毎週

月・木

第１金曜日

３日

女性相談

 第二水曜日 13：00～15：00（第二学習室）

 第四火曜日 13：00～17：00（ 相談室１）

 （※予約制・人権推進課962-0372）

教育相談

 毎週月～金曜日 10：00～16：00

 （教育センター・962-4238）

各種相談等

(役場１階 相談室)

その他の相談

ごみ・し尿の収集日、ごみの分別方法等は、

町ホームページ（http://www.shimamotocho.jp/）

でもご覧いただけます。

猫に関する相談と引取りは、三島府民センター

　（茨木市・072-627-1121）で実施

　相談（毎週月～金曜日の9：00～15：45)

　引取り（毎週火・木曜日の9：30～12：00）

犬と子猫（生後91日未満）の引き取りは、　

　環境・産業課（962-2863）で実施

　毎週水曜日の10：00～16：00 ※印かん持参

　手話通訳者の配置

町立図書館・休館日

町立体育館・休館日

　施設の休館日 家庭児童相談（子ども支援課・962-7461）

 毎週月～金曜日 9：30～17：00

デンワ子育て相談 （子育て支援担当・962-6500）

育児相談

 偶数月の第２水曜日 13：30～15：00

 奇数月の第２月曜日 9：30～11：00

 （健康福祉事業室・961-1122）※電話相談は随時

９月のし尿収集日

月～金曜日  9：00～16:45

福祉保健課に配置

（962-7460・962-5652）

育　児

女　性

体・休

図・休

１・15日

犬・猫

心配ごと相談

 第１木曜日 10：00～12：00

 第３・５木曜日 13：00～16：00

法律相談

午前９時～午後５時30分(土・日曜日、

祝日を除く)に電話で受付

※１日６件まで・１案件につき１回の

　み相談できます

　　　　　　司法書士による相談

 第１木曜日 13：00～16:00

　　　　 弁護士による相談

 第２木曜日 13：00～16:00

ボランティア相談

　毎週月～金曜日 9：00～17：00

社会福祉協議会 相談室

（962-5417・962-6325）

町長席の設置

 毎週月曜日 9：00～10：00

（政策推進課962-5411）

行政相談

 16日 13：00～15:30に開催

（自治・防災課962-0380）

人権相談

 第３木曜日 13：00～16：00

（人権推進課962-0372）

母子・寡婦相談

 毎週火・水・木曜日 9：30～17：30

（福祉保健課962-7460）

心配ごと

法律(司)

法律(弁)

行　政

人　権

母子・寡婦

歴・休

町立歴史文化資料館・休館日

９月のカレンダー

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

※は､ふれあいセンターで実施

ノーマイカーデー（プレート末尾が偶数）

ノーマイカーデー（プレート末尾が奇数）

ＢＣＧ予防接種（14：00～15：00）

体育館無料開放の日

町長席

園庭開放（第四保育所)

テニスコート利用抽選

緑と花いっぱいの会

島本町防火の日

園庭開放（第二保育所)

普通救命講習（消防本部・13:30～16:30）

消費者相談

 相談室１

 毎週月・水・金曜日 10：00～12：00

 （環境・産業課962-2846）

消費者

行　政

人　権

母子・寡婦

母子・寡婦

母子・寡婦

母子・寡婦

母子・寡婦

母子・寡婦

母子・寡婦

心配ごと

法律(司)

法律(弁)

消費者

消費者

女　性

女　性

犬・猫

犬・猫 体・休

図・休

図・休

歴・休

歴・休

歴・休

歴・休

園庭開放（山崎保育園)

消費者

消費者

町を美しくする日

健康相談(13:30～15:00）

母子・寡婦

母子・寡婦

母子・寡婦

消費者

消費者

消費者

消費者

犬・猫

図・休

図・休 園庭開放（第二保育所)

母子・寡婦

14・30日

園庭開放（第四保育所)

町長席

母子・寡婦

心配ごと

消費者

園庭開放（山崎保育園)

育　児

園庭開放（東大寺公園)

婦人科相談(14:00～15:00）

母子・寡婦

心配ごと

森のクラブ活動日

森のクラブ活動日

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

※町長席は公務などの都合により実施いたしません

※町長席は公務などの都合により実施いたしません

敬老の日

秋分の日

運転者安全講習会(19:00～）

運転者安全講習会(19:00～）

消費者

消費者

犬・猫

消費者

図・休

島本町福祉大会（10:00～15:00）

自殺予防週間（～16日）


